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出家式のお経  

タンマユットニカーイ（エーサーハン式） 

 

 

〔出家式のお経 1／エーサーハン／出家の請願〕  

 

 

เอสาหงั ภนัเต 

  エーサーハン
n g

 パンテ
・

ー 

สุจริะปะรนิิพพุตมัปิ 

  スチ
・

ラ
r

パ
・

リ
r

ニプッタ
・

ムピ
・

 

ตงั ภะคะวนัตงั สะระณัง คจัฉาม ิ

  タ
・

ン
n g

 パカワンタ
・

ン
n g

 サラ
r

ナン
n g

 カッチャーミ 

ธมัมญัจะ ภกิขสุงัฆญัจะ ละเภยยาหงั ภนัเต 

  タムマンチ
・

ャ ピクサン
n g

カンチ
・

ャ ラペーヤーハン
n g

 パンテ
・

ー 

ตสัสะ ภะคะวะโต ธมัมะวนิะเย ปัพพชัชงั 

  タ
・

ッサ パカワト
・

ー タムマウィナイェー パ
・

ッパチャン
n g

 

ละเภยยงั อุปะสมัปะทงั  

  ラペーヤン
n g

 ウッパ
・

サムパ
・

タン
n g
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（下線部を以下に変えて。2 行目以降は同じ） 

 

ทุตยิมัปาหงั ภนัเต 

  トゥテ
・

ィヤムパ
・

ーハン
n g

 パンテ
・

ー 

 
（下線部を以下に変えて。2 行目以降は同じ） 

ตะตยิมัปาหงั ภนัเต 

  タ
・

テ
・

ィヤムパ
・

ーハン
n g

 パンテ
・

ー 

 
※3 つのパートがあります。「エーサーハン パンテー」とはじめ、続く 2 行目の「スチラ パリニ 

プッタンピ」から、最後の 6 行目「ウパサンパタン」までが一つ。2 つ目のパートでは、下線部を

「トゥティヤムパーハン パンテー」に替えて、あとは同じ。3 つ目のパートでは、下線部を「タテ

ィヤムパーハン パンテー」に替えて、あとは同じ。最初の部分が変化するだけで、大部分が

同じなので覚えやすいです 

※末子音の「ง」の発音に注意です。鼻にかける 【ng】の音です。タイ人にとっては、末子音

の【ng】と【n】の音（舌を上の歯茎につける）は、まったく別の音に聞こえるそうなので、意識し

てはっきり発音するようにしましょう 

 

※以下の部分は、発音が似ていますが異なるので注意です 

  （4 行目） ละเภยยาหงั ラペーヤーハン
n g

 

  （6 行目） ละเภยยงั ラペーヤン
n g
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〔出家式のお経 2／アハンパンテー パッパチャン ヤーチャーミ／出家の請願〕  

 

  อะหงั ภนัเต 

  アハン
n g

 パンテ
・

ー 

ปัพพชัชงั ยาจาม ิ  

  パ
・

ッパチャン
n g

 ヤーチ
・

ャーミ 

อมิานิ กาสายานิ 

  イマーニ カ
・

ーサーヤーニ 

วตัถานิ คะเหตวา 

  ワッターニ カヘータ
・

ワー 

ปัพพาเชถะ มงั ภนัเต 

  パ
・

ッパーチェータ マン
n g

 パンテ
・

ー 

อะนุกมัปัง อุปาทายะ 

  アヌカ
・

ムパン
n g

 ウパ
・

ーターヤ 
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（2 回目は、上記の下線部に、以下を加えて言う） 

ทุตยิมัปิ 

  トゥテ
・

ィヤムピ
・

  

 

 

（3 回目は、上記の下線部に、以下を加えて言う） 

ตะตยิมัปิ 

  タ
・

テ
・

ィヤムピ
・

  

 
 

※3 つのパートがあります。まず「アハン パンテー パッパチャン ヤーチャーミ」から、       

「アヌカムパン ウパーターヤ」までが 1 つ。2 つ目は下線部に「トゥティヤムピ」を入れて、   

あとは同じ。3 つ目は下線部に「タティヤムピ」を入れて、あとは同じ。最初の部分が変化する

だけで、大部分が同じなので覚えやすいです。 
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〔出家式のお経 3／ケーサー ローマー／清潔を保つべき身体の部分〕  

 

เกสา โลมา นะขา ทนัตา ตะโจ  

  ケ
・

ーサー ローマー ナカー タンタ
・

ー タ
・

チ
・

ョー 

ตะโจ ทนัตา นะขา โลมา เกสา 

  タ
・

チ
・

ョー タンタ
・

ー ナカー ローマー ケ
・

ーサー     

 

 

※1 行目   髪の毛、 身体の毛、 爪、 歯、 皮膚 

 

※2 行目   皮膚、 歯、 爪、 身体の毛、 髪の毛 

 

※1 行目と 2 行目では、順序が逆になっています 
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〔出家式のお経 4／アハン パンテー サラナシーラン ヤーチャーミ／ 

三帰依と十戒を求めることば〕  

 

 

อะหงั ภนัเต สะระณะสลีงั ยาจาม ิ

  アハン
n g

 パンテ
・

ー サラ
r

ナシーラン
n g

 ヤーチ
・

ャーミ 

ทุตยิมัปิ อะหงั ภนัเต สะระณะสลีงั ยาจาม ิ

  トゥテ
・

ィヤムピ
・

 アハン
n g

 パンテ
・

ー サラ
r

ナシーラン
n g

 ヤーチ
・

ャーミ 

ตะตยิมัปิ อะหงั ภนัเต สะระณะสลีงั ยาจาม ิ

  タ
・

テ
・

ィヤムピ
・

 アハン
n g

 パンテ
・

ー サラ
r

ナシーラン
n g

 ヤーチ
・

ャーミ 

 
※2 行目と 3 行目には、下線部が追加されます 
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〔出家式のお経 5／ナモータサ パカワトー／ 

仏陀に帰依（教えに従い自ら努力）することを誓うことば〕  

 

 

（以下を 3回 繰返す） 

นะโม ตสัสะ ภะคะวะโต  

  ナモー タ
・

ッサ パカワト
・

ー 

อะระหะโต สมัมาสมัพุทธสสะ 

  アラ
r

ハト
・

ー サムマーサムプッタサー 

 
 

 

 

 

 

 

（戒和尚のことばに返事をして、以下を言う） 

อามะ ภนัเต 

  アーマ パンテ
・

ー 
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〔出家式のお経 6／プッタン サラナン カッチャーミ／ 

三宝（仏・法・僧）への帰依を誓うことば〕  

 

  พุทธงั สะระณัง คจัฉาม ิ

  プッタン
n g

 サラ
r

ナン
n g

 カッチャーミ 

  ธมัมงั สะระณัง คจัฉาม ิ

  タムマン
n g

 サラ
r

ナン
n g

 カッチャーミ 

  สงัฆงั สะระณัง คจัฉาม ิ

  サン
n g

カン
n g

 サラ
r

ナン
n g

 カッチャーミ 

 

 

（2 回目は、上記の下線部に、以下を加えて言う） 

ทุตยิมัปิ 

  トゥテ
・

ィヤムピ
・  

 

（3 回目は、上記の下線部に、以下を加えて言う） 

ตะตยิมัปิ 

  タ
・

テ
・

ィヤムピ
・

 

 

 

（戒和尚のことばに返事をして、以下を言う） 

อามะ ภนัเต 

  アーマ パンテ
・

ー 
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〔出家式のお経 7／パーナーティパーター ウエーラマニー／十戒〕  

 

【生き物を殺してはならない】 

ปาณาตปิาตา เวระมะณี 

  パ
・

ーナーテ
・

ィパ
・

ータ
・

ー ウエーラ
r

マニー 

 

 

【盗んではならない】 

อะทนินาทานา เวระมะณี 

  アティンナータ
 

ーナー ウエーラ
r

マニー 

 

 

【淫らな行為をしてはならない】 

อะพรหัมะจะรยิา เวระมะณี 

  アプラ
r

ハマチ
・

ャリ
r

ヤー ウエーラ
r

マニー 

 

 

【嘘をついてはならない】 

มุสาวาทา เวระมะณี 

  ムサーワーター ウエーラ
r

マニー 

 

 

【酒を飲んではならない】 

สุราเมระยะมชัชะปะมาทฏัฐานา เวระมะณี 

  スラ
r

ーメーラ
r

ヤ マチャ パ
・

マー タ ターナー ウエーラ
r

マニー 
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【昼12時以降に食事をしてはならない】 

วกิาละโภชะนา เวระมะณี 

  ウィカ
・

ーラポーチャナー ウエーラ
r

マニー 

 

 

【歌、音楽、踊りをしたり、鑑賞したりしてはならない】 

นจัจะคตีะวาทติะวสูิกะทสัสะนา  เวระมะณี 

  ナッチ
・

ャキータ
・

ワー ティタ
・

ウィスーカ
・

 タッサナー ウエーラ
r

マニー 

 

 

【香水や装飾品を身につけてはならない】 

มาลาคนัธะ วเิลปะนะ ธาระณะ  

 มณัฑะนะ วภูิสะนฏัฐานา  เวระมะณี 

  マーラーカンタ ウィレーパ
・

ナ ターラ
r

ナ 

   マンダナ ウィプーサナッタナー ウエーラ
r

マニー 

 

 

【大きくて高い寝具に寝てはいけない】 

อุจจาสะยะนะ มะหาสะยะนา เวระมะณี 

  ウッチ
・

ャーサヤナ マハーサヤナー ウエーラ
r

マニー 
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【金、銀、宝石など財産を保有してはならない】 

ชาตะรูปะ ระชะตะ ปะฏคิคะหะณา เวระมะณี 

  チャータ
・

ル
r

ーパ
・

 ラ
r

チャタ
・

 パ
・

ティカハナー ウエーラ
r

マニー 

 

 

 

（以下を 3回 繰返す） 

อมิานิ  ทะสะ  สกิขาปะทานิ  สะมาทยิาม ิ  

  イマーニ タサ シッカーパ
・

ターニ サマーティヤーミ 
  私はこれら十戒を受持します 
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〔出家式のお経 8／アハン パンテー ニッサヤン ヤーチャーミ／ 

師に従い導きを求めることば〕  

 

    อะหงั  ภนัเต  นิสสะยงั  ยาจาม ิ

  アハン
n g

 パンテ
・

ー ニッサヤン
n g

 ヤーチ
・

ャーミ 
 

（2 回目は、上記の下線部に、以下を加えて言う） 

ทุตยิมัปิ 

  トゥテ
・

ィヤムピ
・  

 

（3 回目は、上記の下線部に、以下を加えて言う） 

ตะตยิมัปิ 

  タ
・

テ
・

ィヤムピ
・

 

 

 

 

（以下を 3回 繰返す） 

อุปัชฌาโย  เม  ภนัเต  โหห ิ

  ウッパ
・

チャーヨー メー パンテ
・

ー ホーヒ 

  私の師になってください 
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〔出家式のお経9／問答〕 

 

(โอปายกิงั)    สาธ ุ  ภนัเต 

 （オーパーイカン）   サートゥ パンテ
・

ー 

 （正しいですか） 

 

(ปะฏริปูัง)    สาธุ  ภนัเต 

 （パティルーパン）   サートゥ パンテ
・

ー 

 （相応しいですか） 

 

(ปาสาทเิกนะ มปาเทห)ิ  สาธ ุ  ภนัเต 

 （パサーティケナ サムパーテヒ）  サートゥ パンテ
・

ー 
 （清らかな心で努めなさい） 
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〔出家式のお経10／アッチャッタケターニ／師弟関係〕 

 

（以下を 3回 繰返す） 

อชัชะตคัเคทานิ  เถโร  มยัหงั  ภาโร 

  アッチャタ
・

ケターニ テーロ
r

ー マイハン
n g

 パーロ
r

ー 

今後、師は私の重荷であり 

 

อะหมัปิ  เถรสัสะ  ภาโร 

  アハムピ
・

 テーラ
r

ッサ パーロ
r

ー 

私もまた師の重荷です 
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〔出家式のお経11／問答 鉢と法衣〕 

 

(อะยนัเต ปัตโต)    อามะ ภนัเต 

 （アヤンテー パットー）    アーマ パンテ
・

ー 

 （これが鉢です） 

 

 (อะยงั สงัฆาฏ)ิ     อามะ ภนัเต 

 （アヤン サンカーティ）    アーマ パンテ
・

ー 

 （これがサンカーティです） 

 

(อะยงั อุตตะราสงัโค)   อามะ ภนัเต 

 （アヤン ウッタラーサンコー）   アーマ パンテ
・

ー 

 （これがチーウォンです） 

 

(อะยงั อนัตะระวาสะโก)  อามะ ภนัเต 

 （アヤン アンタラワーサコー）   アーマ パンテ
・

ー 

 （これがサボンです） 
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〔出家式のお経12／問答 出家の資格〕  

 

※まず、「いいえ、違います」を5回 

 

(กฏุฐงั)    นตัถ ิภนัเต 

 （クッタン）    ナッティ パンテ
・

ー 

 （ライ病か？） 

 

(คณัโฑ)    นตัถ ิภนัเต 

 （カントー）    ナッティ パンテ
・

ー 

 （腫物は？） 

 

(กลิาโส)    นตัถ ิภนัเต 

 （キラーソー）    ナッティ パンテ
・

ー 

 （皮膚病は？） 

 

(โสโส)    นตัถ ิภนัเต 

 （ソーソー）    ナッティ パンテ
・

ー 

 （肺病は？） 

 

(อะปะมาโร)   นตัถ ิภนัเต 

 （アパマロー）    ナッティ パンテ
・

ー 

 （てんかんは？） 
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※次に、「はい、そうです」を8回 

 

(มะนุสโสสิ ŗ)    อามะ ภนัเต 

 （マヌソーシ）      アーマ パンテ
・

ー 

 （人間か？） 

 

 

(ปรโิสสิ ŗ)    อามะ ภนัเต 

 （プリソーシ）      アーマ パンテ
・

ー 

 （男性か？） 

 

 

(ภุชสิโสสิ ŗ)    อามะ ภนัเต 

 （プチッソーシ）      アーマ パンテ
・

ー 

 （自由な者か？） 

 

 

(อะนะโณสิ ŗ)   อามะ ภนัเต 

 （アナノーシ）      アーマ パンテ
・

ー 

 （負債なき者か？） 
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(นะสิ ŗ ราชะภะโฏ)     อามะ ภนัเต 

 （ナシ ラーチャパトー）     アーマ パンテ
・

ー 

 （兵隊でない者か？） 

 

 

(อะนุญญาโตสิ ŗ มาตาปิตูห)ิ   อามะ ภนัเต 

 （アヌンヤートーシ マーターピトゥヒ）  アーマ パンテ
・

ー 

 （両親の許しを得た者か？） 

 

 

(ปะรปิุณณะวสีะตวิสัโสสิ ŗ)  อามะ ภนัเต 

 （パリプンヤウィーサティワッソーシ）  アーマ パンテ
・

ー 

 （成人しているか？） 

 

 

(ปะรปิุณณันเต ปัตตะจวีะรงั)  อามะ ภนัเต 

 （パリプンナンテー パッタチーワラン）  アーマ パンテ
・

ー 

 （鉢と法衣はあるか？） 
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※最後に、自分の僧名と、戒和尚の僧名 

 

 

( กนินาโมส)ิ  
 （キンナーモーシ） 

 （出家者の僧名は？） 

 

  อะหงั ภนัเต （自分の僧名） นามะ 

  アハン
n g

 パンテ
・

ー  （自分の僧名）   ナーマ 

 

(โก นามะ เต อุปัชฌาโย） 
 （コー ナーマ テー ウッパチャヤーヨー） 

 （戒和尚の僧名は？） 

   

อุปัชฌาโย เม ภนัเต อายสัมา 

 （戒和尚の僧名） นามะ 

  ウッパ
・

チャヤーヨー メー パンテ
・

ー アーヤッサマー 

       （戒和尚の僧名）   ナーマ 
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〔出家式のお経13／サンカム パンテー／僧侶となる願いのことば〕  

 

สงัฆมัภนัเต 

  サン
n g

カム パンテ
・

ー 

อุปะสมัปะทงั  ยาจาม ิ  

  ウパ
・

サムパ
・

タン
n g

 ヤーチ
・

ャーミ 

อุลลุมปะตู  มงั  ภนัเต 

  ウンルムパ
・

ト
・

ゥー マン
n g

 パンテ
・

ー 

สงัโฆ  อะนุกมัปัง  อปุาทายะ 

  サン
n g

コー アヌカ
・

ムパ
・

ン
n g

 ウパ
・

ーターヤ 

 
(2回目は、上記の下線部に、以下を加えて言う） 

ทุตยิมัปิ  ภนัเต  สงัฆงั 

  トゥテ
・

ィヤムピ
・

 パンテ
・

ー サン
n g

カン
n g

 

 
(3回目は、上記の下線部に、以下を加えて言う） 

ตะตยิมัปิ  ภนัเต  สงัฆงั 
 

  タ
・

テ
・

ィヤムピ
・

 パンテ
・

ー サン
n g

カン
n g

 

         （終了） 
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 （以下、前頁までの同じお経をタイ文字表記のみで） 

วธิบีรรพชาอุปสมบทแบบเอสาหงั 

 เอสาหงั  ภนัเต  สจุริะปะรนิิพพุตมัปิ 

ตงั  ภะคะวนัตงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

ธมัมญัจะ  ภกิขสุงัฆญัจะ  ละเภยยาหงั  ภนัเต  

ตสัสะ  ภะคะวะโต  ธมัมะวนิะเย  ปัพพชัชงั  

ละเภยยงั  อุปะสมัปะทงั 

 

 ทุตยิมัปาหงั  ภนัเต  สจุริะปะรนิิพพุตมัปิ 

ตงั  ภะคะวนัตงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

ธมัมญัจะ  ภกิขสุงัฆญัจะ  ละเภยยาหงั  ภนัเต  

ตสัสะ  ภะคะวะโต  ธมัมะวนิะเย  ปัพพชัชงั  

ละเภยยงั  อุปะสมัปะทงั 

 

 ตะตยิมัปาหงั  ภนัเต  สจุริะปะรนิิพพุตมัปิ 

ตงั  ภะคะวนัตงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

ธมัมญัจะ  ภกิขสุงัฆญัจะ  ละเภยยาหงั  ภนัเต  

ตสัสะ  ภะคะวะโต  ธมัมะวนิะเย  ปัพพชัชงั  

ละเภยยงั  อุปะสมัปะทงั 
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 อะหงั  ภนัเต  ปัพพชัชงั  ยาจาม ิ

อมิานิ  กาสายานิ  วตัถานิ  คะเหตวา 

ปัพพาเชถะ  มงั  ภนัเต  อะนุกมัปัง  อุปาทายะ 

 

 ทุตยิมัปิ  อะหงั  ภนัเต  ปัพพชัชงั  ยาจาม ิ

อมิานิ  กาสายานิ  วตัถานิ  คะเหตวา 

ปัพพาเชถะ  มงั  ภนัเต  อะนุกมัปัง  อุปาทายะ 

 

 ตะตยิมัปิ  อะหงั  ภนัเต  ปัพพชัชงั  ยาจาม ิ

อมิานิ  กาสายานิ  วตัถานิ  คะเหตวา 

ปัพพาเชถะ  มงั  ภนัเต  อะนุกมัปัง  อุปาทายะ 
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เกสา  โลมา  นะขา  ทนัตา  ตะโจ 

ตะโจ  ทนัตา  นะขา  โลมา  เกสา 

 

 

อะหงั  ภนัเต  สะระณะสลีงั  ยาจาม ิ

ทุตยิมัปิ  อะหงั  ภนัเต  สะระณะสลีงั  ยาจาม ิ

ตะตยิมัปิ  อะหงั  ภนัเต  สะระณะสลีงั  ยาจาม ิ

 

 

นะโม  ตสัสะ  ภะคะวะโต  อะระหะโต  สมัมาสมัพุทธสสะ 

นะโม  ตสัสะ  ภะคะวะโต  อะระหะโต  สมัมาสมัพุทธสสะ 

นะโม  ตสัสะ  ภะคะวะโต  อะระหะโต  สมัมาสมัพุทธสสะ 

 

 

อามะ  ภนัเต 
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พุทธงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

ธมัมงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

สงัฆงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

 

ทุตยิมัปิ  พุทธงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

ทุตยิมัปิ  ธมัมงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

ทุตยิมัปิ  สงัฆงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

 

ตะตยิมัปิ  พุทธงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

ตะตยิมัปิ  ธมัมงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

ตะตยิมัปิ  สงัฆงั  สะระณัง  คจัฉาม ิ

 

 

อามะ  ภนัเต 
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ปาณาตปิาตา  เวระมะณี 

อะทนินาทานา  เวระมะณี 

อะพรหัมะจะรยิา  เวระมะณี 

มุสาวาทา   เวระมะณี 

สรุาเมระยะมชัชะปะมาทฏัฐานา  เวระมะณี 

วกิาละโภชะนา  เวระมะณี 

นัจจะคตีะวาทติะวสิกูะทสัสะนา  เวระมะณี 

มาลาคนัธะวเิลปะนะธาระณะมณัฑะนะวภิสูะนัฏฐานา  เวระมะณี 

อุจจาสะยะนะมะหาสะยะนา  เวระมะณี 

ชาตะรูปะระชะตะปะฏคิคะหะณา  เวระมะณี 

 

อมิานิ  ทะสะ  สกิขาปะทานิ  สะมาทยิาม ิ  

อมิานิ  ทะสะ  สกิขาปะทานิ  สะมาทยิาม ิ  

อมิานิ  ทะสะ  สกิขาปะทานิ  สะมาทยิาม ิ  
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อะหงั  ภนัเต  นิสสะยงั  ยาจาม ิ

ทุตยิมัปิ  อะหงั  ภนัเต  นิสสะยงั  ยาจาม ิ

ตะตยิมัปิ  อะหงั  ภนัเต  นิสสะยงั  ยาจาม ิ

 

อุปัชฌาโย  เม  ภนัเต  โหห ิ

อุปัชฌาโย  เม  ภนัเต  โหห ิ

อุปัชฌาโย  เม  ภนัเต  โหห ิ

 

(โอปายกิงั)    สาธ ุ  ภนัเต 

(ปะฏริปัูง)    สาธ ุ  ภนัเต 

(ปาสาทเิกนะ)   สาธ ุ  ภนัเต 

(สมัปาเทห)ิ    สาธ ุ  ภนัเต 

 

อชัชะตคัเคทานิ เถโร  มยัหงั ภาโร  อะหมัปิ เถรสัสะ ภาโร 

อชัชะตคัเคทานิ เถโร  มยัหงั ภาโร  อะหมัปิ เถรสัสะ ภาโร 

อชัชะตคัเคทานิ เถโร  มยัหงั ภาโร  อะหมัปิ เถรสัสะ ภาโร 
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(อะยนัเต ปัตโต)   อามะ ภนัเต 

(อะยงั สงัฆาฏ)ิ   อามะ ภนัเต 

(อะยงั อุตตะราสงัโค)  อามะ ภนัเต 

(อะยงั อนัตะระวาสะโก)  อามะ ภนัเต 

 

 

(กฏุฐงั)    นัตถ ิภนัเต 

(คณัโฑ)    นัตถ ิภนัเต 

(กลิาโส)    นัตถ ิภนัเต 

(โสโส)    นัตถ ิภนัเต 

(อะปะมาโร)    นัตถ ิภนัเต 

 

(มะนุสโสสิ ŗ)    อามะ ภนัเต 

(ปรโิสสิ ŗ)    อามะ ภนัเต 

(ภชุสิโสสิ ŗ)    อามะ ภนัเต 

(อะนะโณสิ ŗ)    อามะ ภนัเต 

(นะสิ ŗ ราชะภะโฏ)     อามะ ภนัเต 
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(อะนุญญาโตสิ ŗ มาตาปิตูห)ิ    อามะ ภนัเต 

(ปะรปิุณณะวสีะตวิสัโสสิ ŗ)  อามะ ภนัเต 

(ปะรปุิณณันเต ปัตตะจวีะรงั) อามะ ภนัเต 

 

( กนินาโมส ิ)   

  อะหงั ภนัเต    （自分の僧名）   นามะ 

 

(โก นามะ เต อุปัชฌาโย） 

  อปัุชฌาโย เม ภนัเต อายสัมา  （戒和尚の僧名）  นามะ 
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สงัฆมัภนัเต   

อุปะสมัปะทงั  ยาจาม ิ  

อุลลมุปะต ู  มงั  ภนัเต 

สงัโฆ  อะนุกมัปัง  อุปาทายะ 

 

ทุตยิมัปิ  ภนัเต  สงัฆ ั

อุปะสมัปะทงั  ยาจาม ิ  

อุลลมุปะต ู  มงั  ภนัเต 

สงัโฆ  อะนุกมัปัง  อุปาทายะ 

 

ตะตยิมัปิ  ภนัเต  สงัฆงั 

อุปะสมัปะทงั  ยาจาม ิ  

อุลลมุปะต ู  มงั  ภนัเต 

สงัโฆ  อะนุกมัปัง  อุปาทายะ 

 


